
役
行
者
本
記
　
小
角
奇
特
分
第
三
之
一　
小
角
三
十
四
歳

天天

智

天

皇

六

年

丁

卯

四

月

智
天
皇
六
年
丁
卯
四
月
。
始始

め
て
和
州
大
峰
に
登
り
て
剣
ケ
岳
に
至
れ
ば

登
二

和
州
大
峰
一

至
二

於
剣
之
岳
一

。

有一

骸

骨

有

り

二

一
骸
骨
一

。
五五

体
敢
て
分
離
せ
ず

体
不
二

敢
分
離
一

。

身身

長

九

尺

五

寸

長
九
尺
五
寸
。
左左

手
に
一
鈷
杵
を
取
り

手
取
二

一
股
杵
一

。
右右

手
に
利
剣
を
持
し
て
仰
臥
す

手
持
二

利
剣
一

仰
臥
。

小小
角
持
物
を
取
ら
ん
と
欲
し
て

角
欲
レ

取
二

持
物
一

。
山山

揺
動
す
と
雖
も
取
る
能
は
ず

雖
二

揺
動
一

不
レ

能
レ

取
。
小小

角
悲
歎
し
て
曰
く

角
悲
歎
而
曰
。

修修

力

効

な

き

か

力
不
レ

効
乎
。
将将

又
因
縁
有
る
乎
と

又
有
二

因
縁
一

乎
。
祈天

に
祈
り
苦
修
し
て

レ

天
苦
修
。
令疲

労
絶
臥
せ
し
め
ら
る

二

疲
労
絶
臥
一

。

有声
有
り
て
曰
く

レ

声
而
曰
。
汝汝

此
峰
に
於
て
生
を
終
へ
る
こ
と
七
反
な
り

於
二

此
峰
一

終
レ

生
七
反
。
此此

は
是
れ
第
三
生
の
遺
骸
な
る
ぞ

是
第
三
生
遺
骸
也
。

又又
外
に
二
生
の
骸
骨
猶
ほ
存
す

外
二
生
骸
猶
存
。
誦千

手
の
呪
五
遍
化
呪
三
反
し
て
之
を
取
れ
と

二

千
手
呪
五
遍
化
呪
三
遍
一

而
取
レ

之
。

如教
の
如
く
し
て
取
ら
ん
と
す
れ
ば

レ

教
而
取
。
骸骸

骨
手
を
展
べ
小
角
に
授
く

骨
展
レ

手
授
二

於
小
角
一

。

一小
角
一
生
執
持
し
て
身
を
離
さ
ず

生
執
持
而
不
レ

離
レ

身
。
従其

に
従
ひ
て
西
に
向
か
ふ
野
に
至
る
に
一
骸
骨
又
有
り

レ

其
至
二

西
向
野
一

又
有
二

一
骸
骨
一

。

第第
六
生
の
遺
骸
な
り

六
生
遺
骸
也
。
又又

釈

迦

ケ

岳

に

一

骸

骨

有

り

釈
迦
之
岳
有
二

一
骸
骨
一

。

是是
れ
第
五
生
な
り

第
五
生
也
。
第第

一
生
は
人
王
三
十
代
允
恭
天
皇
の
御
宇
な
り

一
生
人
王
三
十
代
允
恭
天
皇
御
宇
也
。

第第
三
生
は
安
康
帝
の
馭
宇
に
当
た
る

三
生
当
二

安
康
帝
馭
宇
一

。
第第

五
の
生
は
清
寧
帝
の
末
年
に
当
た
る

五
生
当
二

清
寧
帝
末
年
一

。
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第第
六
生
は
安
閑
帝
の
二
年
乙
卯
に
当
た
る

六
生
当
二

安
閑
帝
二
年
乙
卯
一

。
第第

七
生
に
し
て
経
歴
の
功
遂
に
果
た
す

七
生
而
経
歴
之
功
遂
果
。

是是
れ
空
中
の
告
音
な
り

空
中
告
音
也
。

天て
ん

智ち

天て
ん

皇の
う

六
年ね

ん

丁て
い

卯ば
う

四
月ぐ

わ
つ。

始は
じ

め
て
和わ

州し
う

大お
ほ

峰み
ね

に
登の

ぼ

り
て
剣け

ん

ケ
岳だ

け
に
至い

た

れ
ば
。
一

骸が
い

骨こ
つ

有あ

り
。
五
体た

い

敢あ
へ

て
分ぶ

ん

離り

せ
ず
。
身し

ん

長ち
や
う

九
尺し

や
く

五
寸す

ん

。
左さ

手し
ゆ

に
一
鈷こ

杵し
よ

を
取と

り
。

右う

手し
ゆ

に
利り

剣け
ん

を
持ぢ

し
て
仰

ぎ
よ
う

臥ぐ
わ

す
。
小せ

う

角か
く

持も
ち

物も
の

を
取と

ら
ん
と
欲ほ

つ

し
て
山や

ま

揺え
う

動ど
う

す
と
雖

い
へ
ど

も
。
取と

る
能あ

た

は
ず
。
小せ

う

角か
く

悲ひ

歎た
ん

し
て
曰い

は

く
。
修し

ゆ

力り
き

効か
う

な
き
か
。
将は

た

又ま
た

因い
ん

縁ね
ん

有あ

る
乎か

と
。

天て
ん

に
祈い

の

り
苦く

修し
う

し
て
疲ひ

労ら
う

絶ぜ
つ

臥ぐ
わ

せ
し
め
ら
る
。
声こ

ゑ

有あ

り
て
曰い

は

く
。
汝

な
ん
ぢ

此こ
の

峰み
ね

に
於お

い
て
。

生し
や
うを

終を

へ
る
こ
と
七
反た

び

な
り
。
此こ

れ

は
是こ

れ
第だ

い

三
生し

や
うの

遺ゐ

骸が
い

な
る
ぞ
。
又ま

た

外ほ
か

に
二
生し

や
うの

骸が
い

骨こ
つ

猶な

ほ
存そ

ん

す
。
千せ

ん

手じ
ゆ

の
呪じ

ゆ

五
遍へ

ん

。
化け

呪じ
ゆ

三
反た

び

し
て
之こ

れ

を
取と

れ
と
。
教を

し
への

如ご
と

く
し

て
取と

ら
ん
と
す
れ
ば
。
骸が

い

骨こ
つ

手て

を
展の

べ
小せ

う

角が
く

に
授さ

づ

く
。
小せ

う

角が
く

一
生し

や
う

執し
ふ

持ぢ

し
て
身み

を

離は
な

さ
ず　
補
遺
〔
。
其
に
従
ひ
て
西
に
向
か
ふ
野
に
至
る
に
一
骸
骨
又
有
り
。
第
六

生
の
遺
骸
な
り
。
又
釈
迦
ケ
岳
に
一
骸
骨
有
り
。
是
れ
第
五
生
な
り
。
第
一
生
は

人
王
三
十
代
允
恭
天
皇
の
御
宇
な
り
。
第
三
生
は
安
康
帝
の
馭
宇
に
当
た
る
。
第

五
の
生
は
清
寧
帝
の
末
年
に
当
た
る
。
第
六
生
は
安
閑
帝
の
二
年
乙
卯
に
当
た
る
。

第
七
生
に
し
て
経
歴
の
功
遂
に
果
た
す
。
是
れ
空
中
の
告
音
な
り
。〕
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